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　本県の肉用牛は、農業の基幹作目として成長してきたものの、農家数の減少や高齢化が急速に進むことが予想

され、肉用牛繁殖基盤の強化が重要な課題となっています。��

　そこで、本調査は、このような状況下にある肉用牛、特に繁殖牛飼養農家を中心に肉用牛経営の現状と課題、

及び今後の希望や、意見・要望などを調査・分析し、今後の肉用牛振興施策策定の参考とすることを目的として

実施しました。�

　県内肉用牛繁殖経営農家の9,693戸の経営主の年齢を構成を示したのが、上のグラフです。��

　この年齢構成において、最も大きな割合を示したのが70歳代（34.0％）の農家であり、続いて多いのが60歳代

（28.5％）、そして50歳代（21.3％）という順番でした。��

　60歳代以上の農家の割合でみてみると、62.5％と高い割合を示す状況となっています。今後は、高齢農家が肉

用牛経営を続けやすい環境づくりと、後継者や新規参入農家が肉用牛経営を行いやすい環境作りが必要になって

くるものと思われます。�

調査目的�

Ⅰ 肉用牛飼養農家の年齢構成�

　原則として、全県下の繁殖雌牛飼養農家は肉用子牛生産者補給金制度に加入しているため、契約農家を調査対

象としました。調査対象農家戸数は約１１，０００戸です。�

調査対象農家�

　本調査は、県内の農業協同組合（JA）の協力を

得て、右の流れで行われました。�

調査のながれ�

　調査票の配布戸数は、約１１，０００戸であり、

その内回答票数は９，６９３戸でした。��

　回収率は県全体で約８８．１％でした。�

配布数及び有効回答票数�
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